
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

4615,11

産業廃棄物処理計画書

令和 6年 6月 7日

大分県知事

佐藤 樹一郎 殿

提出者

住 所 大分県津久見市大学四浦5451番地
氏 名 (株 )甲斐建設 代表取締役 甲斐友和
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0972-88-2211

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 (株)甲斐建設 本社

事 業 場 の 所 在 地 大分県津久見市大学四浦5451番地

計 画 期 間 令和6年4月 1日 ～令和7年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 06 総合工事業

② 事 業 の 規 模 元請完成工事高 40,391万円

③ 従 業 員 数 30人

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

・土木工事 (砂防ダム・河川・道路ほか全般)

がれき類 (コ ンクリー ト・アスファル ト殻)

再生処ノ刀`業者に委託し再生砕石・骨材として再資源化

・漂着物等処分委託

廃プラスチック・木くず 。金属くずまたはその混合物

再生処分業者に委託し再生できない物は委託業務から埋立等最終処

分業者に持ち込まれ最終処分される

・生コンスラッジ

再生・最終処分業者に委託し再生できない場合は埋立等最終処分を行

つ。



(日本工業規格 A列 4番 )

(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 ( 令和5年度 )実績】

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず 廃フ
°
ラ 金属  混合

排  出  量 1238.95t  3.67t 3.4t O.24t16.06t

① 現状
スラッデ (汚泥)34.57t

(これまでに実施した取組)

・スラッジについて可能な限り脱水し水分を減らす。

【目標】

産業廃乗物の種類 がれき類 木くず 廃フ
°
ラ 金属  混合

排   出  量 1100.Ot  3,Ot 3.Ot O。 2t14.Ot

スラッデ (汚泥)33.50t
②計画

(今後実施する予定の取組)

・工法の見直し等により最小限の排出に抑える
。可能な限り細かく分別し混合の割合を抑制する

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・がれき類、木くず、金属、廃フ
°
ラと適正に分別している

。可能な限りの脱水を行つている

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・海洋漂流漂着物の処理に関する事案について効果的に分別でき

ず混合扱いと成っている。出来る限り分別し廃棄物仲性に合わ

た処分ができる様に方法等の検討を行う
②計画



(第 3面)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量
t t

①現状
(これまでに実施した取組)

・特に実施していない

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)
・実施可能な方法を検討し法令等に基づいて実行する

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (  令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 スラッジ (汚泥)

自ら熱回収を行つた
t t

産業廃 物 の量

自ら中間処理により減量した 3.45t t
① 現状 産 業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)            タ

・スラッジ(汚泥)について可能な限りの脱水を行い排出量を

抑制する

【目標】

産業廃棄物の種類 スラッジ (汚泥)

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
3.50t t

(今後実施する予定の取組 )
・スラッジ(汚泥)について可能な限りの脱水を行い排出量の

抑制について更なる処理方法とともに、それ以外についても

実施可能な方法を検討し法令等に基づいて実行する

②計画



(第 4面)

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

①現状

(これまでに実施した取組 )
・特に実施していない

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)
。現状、実施の予定なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず 廃フ
°
ラ 金属  混合

全 処 理 委 託 量 1238.95t  3.67t
3.4t O.24t16.06t
スラッシ
゛
(汚泥)31.12t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
1238.95t  3.67t

3.4t O.24t16.06t
スラッシ
゛
(汚泥)31.12t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施した取組 )
・適正な委託業者を選定し、委託契約締結のうえ委託している



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず 廃フ
°
ラ 金属  混合

全 処 理 委 託 量 1100.Ot  3.Ot
3,Ot O.2t 14.Ot
スラッシ
゛
(汚泥)30,Ot

300.Ot t

800.Ot  3.Ot
3.Ot O.2t 14.Ot
スラッシ
゛
(汚泥)30.Ot

t t

t t

(今後実施する予定の取組)
。可能な限り優良認定業者から選定し委託契約を行う

※事務処理欄



別紙

産業廃棄物の処理に係る管理体制

統括責任者
(株 )甲斐建設 代表取締役

口廃棄物処理方針の決定

廃棄物の発生抑制、適正処理の推進について決定し

各部門に周知し実行させる

日廃棄物処理の現状把握、方針ロロ標の確認及び修正の検討

方針に沿つた処理が適正に行われたか評価し是正すべき事項

があれば随時、指示指導を行う

生コンエ場 (工場運営にかかるもの)

日産業廃棄物処理計画の作成

H産業廃棄物管理状況の把握

日産業廃棄物委託業者の選定

B産業廃棄物管理票の管理

・産業廃棄物運搬の管理

口産業廃棄物運搬の適正処分の確認

工務部 (現場運営にかかるもの)

・産業廃棄物処理計画の作成

口産業廃棄物管理状況の把握

口産業廃棄物委託業者の選定

口産業廃棄物管理票の管理

日産業廃棄物運搬の管理

日産業廃棄物運搬の適正処分の確認

総務部 (社内全てにかかるもの)

日産業廃棄物処理計画の作成

・産業廃棄物管理状況の把握

口産業廃棄物処理委託契約の締結

口産業廃棄物管理票の交付

口産業廃棄物管理票の管理

・産業廃棄物運搬の適正処分の確認

E統括責任者への現状の報告

・監督官庁への各種報告

H法令、規定等の変更にかかる周知

日その他関連する事項


